
【徳島県鳴門市】 

校務 DX 計画 

 

鳴門市ではこれまで、学校業務支援システム、タブレット端末での授業支援アプリや学習支援アプリ、

AI ドリル等の活用により、デジタル化の推進による利便性の向上やセキュリティ対策の強化を図ってき

ただけでなく、教職員の業務改善を図ってきた。 

しかし、国が公表した「GIGA スクール構想の下での校務 DX 化チェックリスト」に基づく自己点検結

果により、本市の学校現場においてクラウドサービスを十分に活用できていない状況や、ペーパーレス

化が浸透していない状況であることが分かり、依然として紙ベースの資料を使用している実態が見受け

られた。 

校務の円滑化・効率化の観点から、各種デジタル化及びペーパーレス化を積極的に進めていく必要が

あるため、上記の課題を踏まえ、具体的な取組みを次のとおり進めていく。 

 

（1）クラウドサービスの活用とペーパーレス化の促進 

「クラウドサービスを活用した情報共有」の項目では、「一部している」という回答が学校現場の半

数以上を占めていた。クラウドサービスを「家庭への配布物及び連絡」「アンケート」「日程調整」等へ

活用していくことは、業務負担の軽減につながることから、今後もクラウドサービスの活用方法に関

する研修を重ねていき、教職員が日常的にクラウドサービスを活用できるように進めていく。 

 

（2）FAX を利用したやりとりの廃止や押印の原則廃止の促進 

「業務に FAX を使用していますか」の項目では、大半の学校が「使用している」と回答した。これ

までの FAX を利用したやりとりを廃止し、メールの定型文を利用することで、校務の効率化を図って

いく。 

 

（3）学校業務支援システムの利用による効率化の促進 

令和３年４月より徳島県内全公立小中学校で、徳島県公立小中学校「学校業務支援システム」を運

用している。学校業務支援システムは、教職員の円滑な情報共有を行うためのグループウエアと、児

童生徒の情報や学校の予定等を管理する統合型校務支援システムから成る。グループウエアにはメー

ルや出退勤記録、掲示板、回覧板等の機能があり、統合型校務支援システムには通知表や指導要録、

出席簿、時間割管理、保健（健康診断等）、学校予定管理（学校行事や教職員の出張・休暇の管理）等

の機能がある。 

グループウエアの特徴的な機能として、公立小中学校と市町村教育委員会、県教育委員会が効率よ

く簡便で安全に連絡（照会や通知、回答）を行うための県市町村連絡がある。各学校で県教育委員会

と市町村教育委員会からの文章を一元管理できるため文書の検索、回答が簡単に行える。また、締め

切り通知による回答忘れ防止や前年度のデータの参照も可能で、グループウエア内で操作が完結する

ためセキュリティも向上する。各学校に送付されてきた連絡の教職員への周知や回答のために、グル

ープウエア内の掲示板や回覧板に転送することを推進することで業務効率化やペーパーレス化を図っ

ていく。 

職員会や職朝、終礼などの議題や資料を掲示板や回覧板で共有し、必要に応じて編集していくこと



で情報共有の質を向上するとともにペーパーレス化していく。さらに、軽微な事案については掲示板

や回覧板等のみで情報共有することで会議を減らして教職員の働き方改革を推進していく。 

また、統合型校務支援システムを活用して指導要録、出席簿、学校日誌、保健日誌等の公簿の電子

化を推進している。電子化することにより、ペーパーレス化だけでなく電子的手続きにより管理職が

承認することで押印の廃止にもつながっていく。また、県内での児童生徒の転出入では指導要録及び

児童生徒健康診断票、学籍データをシステム内で送受信することが可能となっており、活用を促進し

ていく。 

令和７年度末に、学校業務支援システムの運用保守の期間が終了する。令和８年度以降も校務 DXを

推進するためにシステムへの在り方についても検討していく。 

 

以上の取組みにより、校務の効率化を図ることで、教職員の業務負担を軽減し、児童生徒と向き合う

時間を確保できるよう、教職員の働き方改革の推進を図っていく。 


